
 

 

 

 

 

摂食障害に関するパネル展示の実施について 
 

 摂食障害は、多様な精神疾患の１つであり、食事の量や食べ方など、食事に関係した行動に問題がみら

れる疾患で、重症の場合、ホルモンバランスの乱れや生命の危機に関わることもあります。 

未受診者を含む患者数は、全国で８０万人と推計されており、女性に多い傾向がみられますが、年齢・

性別・社会的背景など関係なく、誰でもなる可能性があります。 

宮城県では、今年度初めて摂食障害に関するパネル展示を開催します。パネル展示を通して、県民の

皆様に、摂食障害について正しく理解していただき、ともに地域で安心して暮らせる社会づくりを目指

します。 

 

＜庁内パネル展示＞ 

■ 期 間：令和８年１月２６日（月）から令和８年１月３０日（金）まで 

■ 場 所：宮城県行政庁舎 ２階回廊西側 

■ 内 容：摂食障害及び摂食障害支援拠点病院（※）について 

（※）摂食障害支援拠点病院とは 

精神科、心療内科又は小児科外来を有し、救急医療体制と連携を取ることができる医療機関の

ことで、宮城県では、国立大学法人東北大学病院へ委託して事業を実施しています。 

 

＜啓発ポスター例＞ 
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